
昭和63年のマサバたもすくい網漁業を振り返って

マサJ{漁獲tの程年変化

第 1図は､東日本サバ釣り組合が取 りまとめ

た関東近海 (大部分は伊豆諸島北部海域)のサ

バたもす くい網漁業によるマサバ漁獲量の経年

変化を示したものです｡どらんのように,漁獲

量Lf大きな変動のあることがわかります.現在

行われているたもす くい親漁法は､昭和47年頃

から実用化 され､50年 から正式に制変化された

もので､それ以前は､現在も使われている-ネ

釣 り漁法でマサバを漁獲 していました｡ちょう

ど漁法がたもすくい絢漁業主任 に切り替わった

頃から漁獲量は急激に増加 し､54年には17万 ト

ンに達する過去最高を記録 しました｡ しか し､

その後漁獲量は急速k:減少 し,59年にはついに

1000トンを下回る762トンという夫曽有の漁

獲jtを示すに至りました｡このような漁獲卓の
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真 E)本サJi釣組合資料(63年は推定)

急激な減少 は､三陸から銚子にかけて操業する

まき網によるマサバ漁獲量でも明瞭に認められ

ており､ マサバ の資源jtそのものが大幅に低下

したことを示 しています｡従って当然のことな

がら､主産卵場 となっている伊豆諸島北部海域

での産卵調査結果では､ マサバ卵 ･仔稚魚の分

布畳は､極端にその水準が低下 している状況に

あることが示されました｡

その後､どらんのように徐 々に漁獲量は増加

頓向を示 し､62年 には 1万5千 トン台に､そし

て未年の63年漁期には 2万 1千 トン台を示すよ

うになりました｡漁船の数が減ったりして､延

出漁隻数も､10万 トン台を漁獲していた昭和50

年代前半に比べ､大幅に減少 していますが､そ

れで もまだまだ低い水準と言わざるを得ないで

しょう｡それに毎年の産卵調査に よっても､相

変わらず57年以降の低い産卵量水準を持続 して

いるとされており､まだマサバ資源の急速な回

復は見込めない状況のようです｡こうした資源

の低い年代の中にあっても漁獲量の増減や漁場

の変化.魚仕組成の変化など様 々な顎象がみら

れています｡今回は､昭和63年漁期のマサバ来

遊群を対象に､その特徴を拾 ってみたいと思い

ます｡

マサバ漁場

第 2図に､ マサバの主漁場となる伊豆諸島北

年 部海域を示 しました｡とりわけ近年の主漁場 と

なっているのは.ひょうたん瀬､利島､大童出

し海域11どで､他に新島や三宅島近海でも漁獲

され ますが､かつての主漁場であった銭洲海域
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第 2図 マサバ漁場 (伊豆諸島北部海域)

では,ほとんどまとまった漁獲がみられていま

せん｡63年漁期の主漁場は､昨年 と同 じひ ょう

たん瀬で したが､伊豆諸島北部海域を流れる黒

潮が昨年ほど安定 した漁場域-の接岸傾向を持

続しなかったこともあり､流路の変動に伴 う漁

獲量の急減や漁場の移動 がみられ ました.

小川港水揚船による旬別水揚量変動

第3図は､小川港でのマサバ水場鼠を示 した

ものです｡今漁期のマサバを対象とした本格的 l

Ti操業は､2月11日の夜か らひょうたん瀬海域

で始 まりました｡2月 6日の夜から始まった昨

年より若干遅い開始ですが､民間船や調査船の

情報によると､1月下旬には既に マサバ産卵群

の漁場域-の来遊が確認 されており､天畦等に

より開始が遅 くなったものと思われます｡第3

図に示されるように､マサバの水場畳は2月中

旬より始まり､2月下旬にはピークを示 しまし

た｡ところが3月に入ると水湯量は漸威 し､中

旬には ピーク時の8分の 1程度にまで減少 して

しまいましたO漁場は､いずれもひょうたん瀬

でしたが､第 4図のように漁場域に近接 して流

れていた黒潮流路が次第に離れてい くに従い､

漁抵畳水準が低下 し､水場量も減少 しました｡

しか し､その後 3月下旬に再び黒潮流路が漁場

域に近接するようになって くると､主漁場は三

宅島近海域に移るとともに高い漁軽畳水準を示

す ようになりました｡

漁期間中に漁社屋水準が変化することは､群

の性成熟度合と深い関係 (大型魚 はど成熟が早
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第 3図 昭和63年漁期旬別マサバ水揚t
小川養水揚サバ船(所属船別)
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く､産卵のために群が分散 しやす くなる)があ

るとされていますが､先に述べたように黒漸流

路の位置 も群の鳴場形成あるいは分布密皮に大

きく影響する環境条件であるとい うことが言え

るようです｡こうした環境灸件の変動は､とり

わけ資源宜水準の低い現在のような年代におい

て､一層よく漁牲畳変動と対応しているよ うに

思われます｡4月上､中旬には利島近海域が漁

場の中心とな り､下旬には小川港以外の所属船

が 500トン以上の水揚足を示しましたが､この

時点でマサバを対象 とするたもす くい網漁業は､

一部を移 してほぼ終漁とな りました.このよう

に小川港への水揚が4月末でほぼ終了するのは

資源量水準の低い近年の特徴で､以前は5月に

なってもかなりまとまった水場がなされていま

した｡

魚体組成と年齢

第 5図は､昭和61､62､63年漁期において伊

豆諸島北部海域漁場で漁獲されたマサバの年次

別体長組成ですOマサバの成長 は年によって若干

異なV)ますが､伊豆諸島海域で漁徒の対象とな

る1-5月には1歳魚は体長約20-25cm､2歳魚

は25-30ctn､3歳魚は30-35CⅢ､4歳魚は35-

38cI)､そ して38cm以上は 5歳魚以上というのが

一応の目安です｡ マサバに限 らず他の魚でも卵

と して生み出され鱗を形成するようになる年を

0歳として数え､年を越すと1歳魚として扱って

います｡ マサバの場合産卵期が3-5月前後で

すので､伊豆諸島海域-は満年齢に近い状態で
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来遊 してくることになります｡

第 5図の各年 をみますと､30-35CⅡ摘可後のも

のが漁獲物の主体を占めていることがわかりま

すOすなわち､近年伊豆諸島北部海域-来遊 し

て くる産卵群の主仕は3歳魚であ ると言うこと

が出来ます｡ マサバの資源皇水準 が高い年代は､

もっと4歳魚あるいは5歳魚 といった年齢の高

い魚群の来遊が多 くみられていました｡つまり､

それだけ漁獲物の大きさが小さくなったとも言

えるわけです｡それでは近年の漁獲物に占める

各年齢群の割合は､毎年同 じ位なので しょうかO

もう一度第 5図をご覧頂きたい と思います｡ま

ず6ユ年の体長組成ですが､3歳魚を主体に 2歳

魚､1歳魚と続 きますが､2歳魚の出現は余り

明瞭には現れてい ません｡これに対 して62年の

総長組成は､3歳魚に続 く休長25-30cmの 2歳

魚の割合が高いのがご覧頂けるかと思います｡

つ まり61年漁期に20-25czBの 1歳魚として出現

していた60年生まれのものが､62年漁期には2

歳魚として比較的高い割合で来遊 してきている

ことがわかります｡この60年生まれのマサバは､

卵の分布畳はそれ までと同様低い水準でしたが､

定置網への入網状況などによると幼魚期の生き

残 りは良 く､その後の出方が注 目されてい まし

た｡63年漁期は､海況的には漁期中に黒潮流路

が漁場か ら大きく離れてしまうことが予想 され

てい ました｡このため来遊の主群 となる60年生

まれの 3歳魚の資源量に期待が持たれ るものの､

総漁獲量は62年 と同程度の 1万5千 トン前後に

なるとみられてい ましたoところが､黒潮流路
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第 4園 マサバ盛漁期における黒潮流路の変動
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は一時的には漁期中に大 きく漁場から離れまし 25

たがその期間は短 く､全般的には漁場への近接

型主体で流去 し-ました｡その上､63年漁期の体 2B
長組成にみられるように､汰長30-35CⅢの 3歳

魚､すなわち60年生まれのマサ/ヾが圧倒的に高 15

い割合で出現していますCこのため漁堆量も大

幅に増加する結果になったと思われますoこの 18

ように6b年生まれのマサバ は1､2､3歳魚時

代を通 じて漁場へ高い割合で来遊してきており､

近年の低い資源量時代の中にあっては､比較的

高い資源畳を持つものと言えるでしょう0

-万､その後に続 く61年生 まれのマサバは､

62年漁期の 1歳魚時代(体長20125ctn)そして63

年漁期の 2歳魚時代(体長25-30cm)を通 じて低

5

8

25

2B

い出現割合を示 していますo来年の64年漁期には, lS

この61年生 まれの2歳魚が3歳魚 と11って来遊

魚群の主群を占める年代 となるわけですが､1ー 柑

-2歳魚時代の出方からみて余り期待は出来な

い状況にあります｡来遊魚群の分布密度や漁場 5

形蚊 には､黒潮流路を初めとする環境条件が大

きく影響することは､先に述べた通 りですが､ B

来遊して来る魚群の年齢構成や発生年 ととの資 25

源旦水準も重要な要因であることは言うまでも

ありませんo水産試験場では､来漁期の見通し 29

をより正確に把握するためにも､63年漁期の漁

獲生物調査 (鱗の年輪から年齢や成長を調べる

ことも含めた精密測定を実施)や漁海況情報の

資料解析をさらに詳 しく行うことに してい ます｡

以上述べてきましたようにマサバの資源量水

準は､未だに低いといわざるを得ませんが､59

年漁期を最低に徐 々には上向いてきており､今 8

後の出方を注 目しつつ資源の回復を期待 したい

ものです｡

(資源海洋研究室 村中文夫)

愛知県のナマコ増殖について

(先進地視察報告)

昭和63年 2月18､19の 2日間､技術交流事業

の一環 として､ナマコの人工採卵技術の研修の

ため､愛知県水産試験場尾張分場と蒲郡市西浦

漁業脇同組合を視察 したので､その概要につい

て報告いたします｡

参加者は沼津市および焼津市の関係漁協青壮

年部 員5名 と､沼津市水産課､栽培漁業 センタ

ー､水産試験場職員の計 9名です｡

20 25 弟 35 18 45

28 25 30 35 48 45

29 25 38 35 d J5

(cm)

第 5囲 漁期年別マサバ体長組成変化

○愛知県水産斌検壌尾張分場○

分場ではまず担当の柳橋技師によるナマコの

増殖技術に関する講義を受けました｡ (写真 1)

一般に食用に供されるナマコの中には､アカ

ナマコ ･アオナマコ ･クロナマコの 3種類があ

り､7オナマコが最も成長が速 く､受精後170

日目には509になると言うことです｡

また､アカナマコは外海性なので､愛知県で

は渥美外海に多 く生息 し､三河湾にはアオナマ

コが多く生息すると言 うことです｡値段はアカ

ナマコが高 く､アオナマコの2倍はすると言う

ことでした｡

-4-
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写真 1 熱心に説明する柳橋技師

愛知県水試では､昭和58年からナマコ増殖の

研究を始めたそうですが､分場では毎年 3月下

旬に天然のナマコを採捕 し､産卵誘発をして採

卵を しています｡その採捕方法 としては次の3

方法があります｡

け た 桁網

めがね ･ 銘で突 く

くくり 潜り

そして年間10万個の生産を目指して研究をす

すめています｡ (写真 2)

写真 2 推ナマコの水槽

ナマコ受精卵は2日でアウリキュラリアと呼

ばれ る幼生に11りますO この7ウリキュラリア

という名称は第 1図に示したように人の耳の形

にイ以ているのでつけられたと言われています｡

これが15-16日位で変態 して 300ミクロン前後

の椎ナマコになり､速いもので7カ月で 1009

程度にまで達 します｡

餌は､普通付着珪藻を与えますが､ワカメの

粉末を与えることもあります｡

愛知県 のナ マコ生産量は､昭和30年頃で､

400トン前後､昭和50年頃で 100トン前後あっ

たものが､昭和58年頃には53トンと激減 したた

めその養殖が考えられました｡

第 1図

最大体長に近い
7ウ リキュラ リア

体長 800/上､腹側 2対､
背側3対の球状体形成

ナマコ養殖の場合､魚類のように大量に-い

死するとい うことが少ないので､飼育するのは

比較的容易のようです｡天敵としてはヤツシロ

且がおり､またナマコは底質の掃除屋として役

に立ちます｡

会議室での説明終了後､場内の施設を見学さ

せていただきました｡ (写真 3)

写真 3 ナマコ飼育柵

○西浦漁業協同組合○

西浦漁脇は､三河湾に面 した組合員数336名､

職員数22名､貯金高は22億 1千 9百万円の中堅

的な漁協です｡市場開設は昭和24年 と古いので

すが､ナマコ増養殖に着手 したのは､昭和58年

度で,その技術は長崎県から導入 したと云 うこ

とです｡

着手 した理由は､当漁協の地先漁業者が冬期

は漁閑期に入り､安定 した漁家所得が得られな

いため､そ うした漁業者達の安定 した漁家所得

の向上を図る必嬰があったからです｡

また､ナマコは三河湾の特産品であり､20年

程前までは西浦地先でも多 くの漁獲があったに

もかかわらず､年 々漁狂が減少 し､最近の 5カ

年の水場量は平均 560k9と､最盛期の 5%以下

に落ちていることが背景 にあります｡なおこの

原因は赤潮や苦潮いわゆる貧酸素水魂などによ

る環境悪化 と乱獲であろうと考えられていますO

西浦漁脇では､愛知水試尾張分場か らアオナ

- 5 -



マコの人工種苗3.000尾を買い入れ､ 1,338尾

を直接放流し､残 り1,662尾を遺別区と無連別

区に分け成長試験を行いました｡

また､餌としてはある程度腐敗 したものを好

むナマ コにはアラメが適当ということで､葉の

部分は適齢 こ腐敗が進むので摂餌対象となるよ

うです｡

試験の結果､成長は予想以上に順謁であった

が､選別はこまめに行ない､分葺 も養殖管理上

最も重要であることがわかったということでし

た｡
また､試験開始 6カ月後では､出荷サイズの

1伽山以上のものは25%にすぎず､ この割合を高

めるのが今後の課題 となっています｡使用する

種 苗は20-30皿の大 型の ものが良 く､小型種

苗の場合は鶴夏可能な他の場所で中間育成 した

ものを使用するのが良いこともわかりました｡

西浦地区での天然のナマコは､この地区の水

深10m位の所で採捕 されるということで した｡

またナマコの内臓の塩辛である ttこのわた"

について話が移り､我々の中でまだ食べた事の

無い人が多いため､このわたのぴん話を試食さ

せて くれましたOこの わたの製品歩留 りは約 1

%ナマコ10k9でコノT7タ1009と言われ､非常

に貴重なものですが,味見してみた結果 どちら

かと云 うと磯の香 りが強 く,なれない人には向

かない と思われましたo

このあと､残 り時間 も少な くなったため､市

場 -出て並べられている種 の々魚を見学 して(写

真4)3時過 ぎに西浦漁脇をあとに しました｡

受 けたようで した｡

ただ.天然の親ナマコの資源が少ないこと,

あるいは底質がナマコの成育には不向きな海域

が多いこと等から太県での大規模な養殖は難 し

いのではないかと思われました｡

(水質研究室 水野秀二)

調査船 の動 き
◎雷士丸

第 1次ビンナガ調査

昭和63年 4月11日～4月29日

第 2次 ビンナガ調査

昭和63年 5月6日～6月7日

@駿河丸

地先観測 昭和63年 4月6日-7日

サバ調査

近海 カツオ調査

サクラエビ調査

地先観測

サ クラエビ調査

近海カツオ調査

近海カツオ調査

本 場

11日.-12日

15日-24日

27日ノー28日

5月 6日-7日

9日.-10日

13日～22日

27日～6月2日

日 誌

夢邑

写真4 西浦漁協 の魚市場風景

今回の研修はわずか2日間だけでしたが､参

加した沼津地区の漁業者は､内浦湾の生息環境

は三河湾と似ており､天然の親ナマコも手に入

ることから､本県でも導入が可能 という印象を

-6-

(3月)

14日 塩 カル凍結装置普及研究会 (東京都)

15日 漁村青壮年婦人部実績発表大会( 〟 )

16日 普及員協議会総会 (東京都)

(4月)

8日 業務連絡会議､分場長会議 (本場)

10日 はんものづくり静岡県運動 (かつお､

まぐろ)新富士丸一般公開 (焼津)

12日 昭和63年皮カツオ研究協議会

(12日-13日東京都)

20日 普及担当者会議 (本場)

28日 水産事業の進め方 (静岡市)

(5月)

6日 業務連絡会議､分場長会議 (本場)

11日 普及職員新任者研修 (本場)

12日 昭和63年度内水面試験研究連絡会議

(東海区水研)

春季東海ブロック水産試験場々長会

(12-13日 奥多摩町)

18日 水産加工研究全国会議 (東海区水研)

26日 全国試験船運宮脇議会総会 (東京都)

30日 桜エビ解度保持試験 (30-31日本場)
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